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Abstract: Seismic reflection survey was conducted in the coastal sea area of Sagami Bay to compile 
marine geological map. We obtained seismic sections, 388 km in total length with a boomer and a multi-
channel (12 channel) streamer cable. Seismic sections off Oiso Hills to Sagami River, around Kamakura 
Spur and Enoshima Spur, and west and south off Miura Peninsula were introduced.
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要　旨

　相模湾沿岸域の海底地質図を作成するため，反射法

音波探査を実施した．ブーマーと 12 チャンネルのスト

リーマーケーブルを用い，合計 388 km にわたる反射断

面を得た．大磯丘陵～相模川の沖合，鎌倉海脚と江ノ

島海脚周辺，三浦半島の西方沖と南方沖の反射断面を

紹介する．

1.　はじめに

　産業技術総合研究所地質調査総合センターでは，陸

域地質図と海域地質図の境界部である沿岸域の地質情

報の整備を 2008 年度から進めている．本プロジェクト

に関連し，これまでに能登半島北部沿岸域や新潟沿岸

域，福岡沿岸域，石狩低地帯南部沿岸域，駿河湾北部

沿岸域の海底地質図が作成された（井上・岡村，2010；
井上ほか，2011；松本，2013；佐藤，2014；佐藤・荒井，

2016）．2014 年度からは関東平野周辺の沿岸域の調査が

開始し，2014 ～ 2015 年度は房総半島外房地域の沿岸海

域で反射法音波探査が実施され（古山・佐藤，2015；古山・

佐藤，2016），2016 年度は相模湾の沿岸海域で調査が行

われた．

　本研究の目的は，小型船を用いた高分解能マルチチャ

ンネル音波探査を実施し，相模湾沿岸海域の地質情報

を整備し，さらには，取得された反射断面の解釈に基

づいて地質図を作成し，相模湾沿岸海域の地質構造発

達史や活構造を明らかにすることである．本稿では，

2016 年 7 月 17 日から 8 月 3 日にかけて，相模湾の沿岸

海域で実施した反射法音波探査の概要について，予察

的な報告を行う．

2.　地域概説

　相模湾は，西側を箱根火山，北側を足柄平野（酒匂

川低地），大磯丘陵及び相模平野（相模川低地），東側

を丘陵と段丘からなる三浦半島に囲まれた南側に開い

た湾である．本調査海域は，三浦半島南方沖から，三

浦半島西方沖と相模平野沖合を経て，大磯丘陵沖合ま

での距離約 60 km の海岸線に沿った水深約 300 m 以浅

の沿岸域である．（第 1 図）．

　まず，相模湾の海底地形について述べる．相模湾は，

非常に複雑な海底地形からなり，中央の深い海盆を囲

んで，多くの海底谷，多くの海丘が複雑に入り組んで

いる（加藤，1999）．大陸棚は全体的に狭く，相模川河

口以東では約 5 ～ 8 km で，水深約 120 m 付近の大陸

棚外縁には明瞭な遷急線が認められるが，相模川河口

以西では，大磯海脚を除いて大陸棚の発達が悪く，平

塚沖で約 3 km，相模舟状海盆の延長に位置する小田原

沖では，大陸棚に相当する平坦面が存在せず，海岸線

から急斜面で海盆底に下る．三浦半島南部の長井・荒

崎付近では，岩礁の主軸が海岸線から西方向に延び，

亀
か め ぎ

城礁を経て亀城海脚に至る．亀城海脚の北側及び南

側にはそれぞれ葉山海底谷及び三浦海底谷があり，そ

の谷頭は大陸棚に大きく食い込む．大陸斜面は，相模

舟状海盆から延び，谷幅も広く大陸棚を深く刻む幾つ

かの海底谷に加え，大陸棚外縁付近から発達する小規

模な海底谷に多数刻まれ複雑な地形を示す．大陸棚の

海底勾配は，水深 20 m 付近までは，相模川河口付近で

約 20/1,000，江ノ島付近で約 10/1,000 を示す．江ノ島
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から城ヶ島までの水深20 m前後は湾内を除いて岩礁で，

特に亀城礁西方及び城ヶ島南西方沖では岩礁区域が水

深約 100 m まで達す．水深約 20 ～ 50 m の海底勾配

は，江ノ島沖で約 18/1,000 を示すものの他の海域は約

33/1,000 と比較的急斜面である．水深約 50 ～ 120 m の

海底勾配は，大陸棚が発達する相模川河口以東の海域

では約 17/1,000 を示すが，大陸棚が発達していない平

塚沖では約 70/1,000 と比較的急斜面を示す．平島，烏

帽子岩（姥島）及び江ノ島付近では，海面上より露出

した岩盤が点在する．

　次に，相模湾の海底地質について述べる．木村（1976）
は，本調査海域を含む相模灘とその周辺海域において，

エアガンやスパーカー，サブボトムプロファイラーを

用いた反射法音波探査を実施し，反射断面上，広域に

わたって追跡できる不整合を鍵として，海底からドレッ

ジで採取した岩石・堆積物及びピストンコアラーで採

取した堆積物を，周辺陸域に露出する地層と対比する

ことで，地層を上位から A 層，B 層，C 層，D 層，E1
層，E2 層の 6 つに層序区分した．木村（1976）は，E
層を音響的基盤層としており，陸域での不整合関係に

基づき，内部反射面が全く観察できない E2 層と時とし

て内部反射面が観察できる E1 層に細分している．これ

らの地層については，E2 層を鮮新統～下部中新統の葉

山層群，E1 層を下部～中部中新統の葉山層群に対比し

ている（木村，1976）．木村（1976）によると，これら

の地層の上位にあたる，D 層，C 層，B 層，A 層は内部

反射面が明瞭な地層で，A ～ E の各層は不整合関係に

よって区分され，それぞれ中部～上部中新統の三浦層

群，鮮新統～下部更新統の上総層群，中部～上部更新

統の相模層群（下総層群相当層），完新統に対比される．

　次に，相模湾沿岸の重力異常について述べる．大熊

ほか（2015）は，相模湾北部沿岸域で海底重力を調査し，

大磯海脚付近と相模川河口の沖合に低重力異常が分布

することを明らかにした．また，大熊ほか（2016）は，

相模湾東部沿岸域で海底重力を調査し，三浦半島に認

められる西北西－東南東方向の高重力異常が三浦郡葉

山町南部から西北西方向に延び，江ノ島付近まで連続

すること，亀城海脚付近に高重力異常が分布すること

を明らかにした．

　最後に，相模湾沿岸の活構造について述べる．相模

第 1 図　反射法音波探査測線図．

　　　　黒線が調査測線を示す．赤線と赤点線は陸上の活断層の分布（中田・今泉編，2002）を示す．

Fig. 1       Line map of the survey lines.
                Black solid lines represent the survey lines. Red solid/dotted lines show the distribution of onshore 
                active fault referred to Nakata and Imaizumi eds. (2002). 
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湾沿岸域に発達する断層としては，神奈川県足柄上郡

大井町付近から大磯丘陵の西縁に沿って伸び，相模湾

内に至る国府津－松田断層帯（地震調査研究推進本部

地震調査委員会，2015）と，大磯丘陵の東縁に沿って

伸びる公
ぐ ぞ う

所断層（貝塚ほか，1977；東郷ほか，1996a，b），
三浦半島の中・南部及びその周辺海域に発達する三浦

半島断層群（地震調査研究推進本部地震調査委員会，

2002）が挙げられる．国府津－松田断層帯は，反射法

弾性波探査の結果からフィリピン海プレートが相模ト

ラフ沿いに陸側のプレートに沈み込む境界から分岐し

た断層の一つで，プレート境界で発生する海溝型地震

に伴って活動すると考えられている（地震調査研究推

進本部地震調査委員会，2015）．この断層帯は，北北西

－南南東方向に延び，断層の北東側が南西側に対して

相対的に隆起する逆断層である（地震調査研究推進本

部地震調査委員会，2015）．この断層の長さは，陸域部

と海域部を合わせると約 35 km 以上と推定される（地

震調査研究推進本部地震調査委員会，2015）．丸山ほ

か（2015）は，相模湾北部沿岸域における高分解能マ

ルチチャンネル音波探査記録に基づき，海岸線から約 3 
km 沖合の二宮海底谷までの国府津－松田断層帯は，東

傾斜の逆断層に関連する反射面の撓曲変形で特徴付け

られるとしている．また，丸山ほか（2015）は，国府

津－松田断層帯の海域延長部の東側にある大磯海脚は，

この断層の走向にほぼ直交し，海脚の地形の延びの方

向と平行な北東－南西方向を軸とする背斜構造により

海食台が幅広く緩やかに変形していることを明らかに

した．公所断層は，南北走向で東落ちの断層であり（貝

塚ほか，1977），相模平野側の沖積面下に伏在する可能

性がある（水野，2016）．三浦半島断層群は，三浦郡葉

山町から横須賀市を経て浦賀水道に至る三浦半島断層

群主部と，三浦市に位置する三浦半島断層群南部から

なり，ともに上下変位を伴う右横ずれ断層である（地

震調査研究推進本部地震調査委員会，2002）．三浦半島

断層群主部は，ほぼ西北西－東南東走向の北側の衣笠・

北武断層帯と南側の武山断層帯に細分される（地震調

査研究推進本部地震調査委員会，2002）．陸上において

確認されているこれらの断層帯（群）の長さは，衣笠・

北武断層帯は約 14 km，武山断層帯は約 11 km，三浦半

島断層群南部は約 6 km であるが，さらに相模湾側（西

側）と金田湾側（東側）の海域に延長する可能性があ

る（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2002）．森

ほか（2015）は，高分解能マルチチャンネル音波探査

記録とバイブロコアラーを用いた柱状採泥調査の結果

に基づき，三浦半島断層群海域延長部における断層の

分布・性状について検討した．森ほか（2015）は，三

浦半島断層群主部の全長は，陸域部と相模湾側及び金

田湾側の海域部を含めると，約 22.1 km 以上となるが，

両海域において断層の終端部は確認できていないため，

実際の長さはこの長さ以上になると推定している．ま

た，佐藤（2016）は，海上保安庁が 1979 年に実施した

反射法音波探査記録（茂木ほか，1981）を再解釈し，

三浦半島断層群主部は，森ほか（2015）が推定した相

模湾側の海域延長部の西側に位置する鎌倉海脚まで延

長する可能性を指摘した．

3.　調査方法

　本調査では，水深に応じて発振装置を変えており，

以下にそれぞれについて記載する．まず，水深 200 m
以浅での仕様を述べる．発振装置はブーマー（AAE 社

製 AA300）を用い，出力は 200 J とした．受波用のス

トリーマーケーブル（総合地質調査株式会社製）のチャ

ンネル数は 12，チャンネル間隔は 2.5 m であり，発振

間隔は 1.25 m である．収録長は 0.6 sec を基本として水

深に合わせて適宜調節しサンプリングレートは 0.1 msec
とした．水深 200 ～ 500 m では，同じ装置を使うもの

のより深部まで観察するため，ブーマーの出力を 300 J，
発振間隔を 2.5 m，収録長を 1.2 sec に変更した．

　デジタル信号として受波した信号はオープンソフト

ウェアである Seismic Unix を用いて以下のように処理

を行った．まず，バンドパスフィルタリング，直達波

のミュート，ゲイン補償，デコンボリューションを行っ

た．その後，速度解析と垂直動補正（NMO）を行って

重合し，再びデコンボリューションとバンドパスフィ

ルタリング，ゲインの正規化を行った．処理後のデー

タはSEG-Y形式，位置情報は調査中にディファレンシャ

ル GPS によって取得し，重合後の共通反射点位置につ

いて ASCII 形式で出力した．バンドパスフィルタの通

過周波数などはブーマーの出力や調査結果ごとのノイ

ズレベルに合わせて適宜調整したが，300 ～ 2,000 Hz
を基本とした．

　総測線長は計 388 km である（第 1 図）．測線名につ

いては以下のルールに従って命名した．まず，地域と

測線の方向ごとにグループ分けし，それぞれに百の位

をつけ，さらにグループ内で西，あるいは北から連番

で三桁あるいは二桁の数字を与えた．計画された測線

間に追加した測線は中間であることを示す x5 などを連

番数字に付した．さらに 2016 年度の沿岸域（EnGan）
調査であることを示す eg16 をハイフンで区切って数字

末尾につけることで測線名とした．

　各調査測線は調査工程，海況のために複数回に分け

て観測を行った場合もあるが，その場合は重合後の共

通反射点の位置を基準に繋ぎ合わせて一つのデータと

し，一連の断面として扱った．その場合は潮位や波浪

条件が異なるために継ぎ目で深度方向のずれが発生し
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湾沿岸域に発達する断層としては，神奈川県足柄上郡

大井町付近から大磯丘陵の西縁に沿って延び，相模湾

延びる



阿部朋弥・佐藤智之

－ 4 －

たり，ノイズレベルが異なったりする場合もある．

4.　観測結果

　今年度実施した音波探査で取得された反射断面の中

で，大磯丘陵～相模川の沖合，鎌倉海脚と江ノ島海脚

周辺，三浦半島の西方沖と南方沖の反射断面を紹介す

る．各反射断面（第 2図～ 8図）の横軸は，共通反射

点 CMP（Common Mid Point，発振点と受振点の中点）

であり，CMP の間隔は 1.25 m である．また，縦軸は，

往復走時 TWT（Two Way Travel Time，発振した音波が

海底や海底下の地層から反射して帰ってくるまでの時

間）である．

4.1　大磯丘陵～相模川の沖合

　海岸線とほぼ直交する北西南東方向の測線 101-eg16
（第 2 図），及び海岸線とほぼ平行する東西方向の測線

2-eg16（第 3 図）の反射断面を示す．2-eg16（第 3 図）

の CMP6,000 付近以西が大磯丘陵中部～東部の沖合に

あたり，今後の解析によって大磯丘陵周辺の分布する

活断層の海域部への連続性を明らかにできる可能性が

ある．

4.2　鎌倉海脚と江ノ島海脚

　鎌倉海脚の地形の延びの主軸と平行する（三浦半島

北西部の海岸線とほぼ直交する）北東南西方向の測線

403-eg16（第 4 図）を示す．また，鎌倉海脚と江ノ島海

脚の地形の延びと直交する（三浦半島北西部の海岸線

とほぼ平行する）北西南東方向の測線 506-eg16（第 5
図）の反射断面を示す．測線 403-eg16 の CMP2,000 ～

CMP4,000 付近と測線 506-eg16 の CMP6,000 ～ 7,000 付

近に，三浦半島断層群主部が延長していることが既存

の音波探査記録の解析結果（佐藤，2016）から予想さ

れる．本海域周辺の反射断面の解析を今後進めること
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の CMP6,000 付近以西が大磯丘陵中部～東部の沖合に

あたり，今後の解析によって大磯丘陵周辺に分布する

活断層の海域部への連続性を明らかにできる可能性が

ある．
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で，三浦半島断層群主部の海域部における断層の分布・

性状と活動履歴を解明できると期待される．

4.3　三浦半島の西方沖と南方沖

　三浦半島の西方沖で取得された南北方向の測線

115-eg16 の反射断面（第 6 図）を示す．本断面では，

CMP3,300 ～ 3,700 付近に位置する亀城海脚付近におい

て内部反射面が不明瞭な地層が海底下に露出している

様子が観察される．次に，三浦半島の南方沖で取得さ

れた南北方向の測線 119-eg16 の反射断面（第 7 図）と

東西方向の測線 16-eg16 の反射断面（第 8 図）を示す．

両断面では，成層した堆積層が大きく波打っている様

子が認められ，今後の解釈によって本地域の構造運動

と堆積作用について明らかにできる可能性がある．

5.　まとめ

　本年度は，相模湾沿岸域における海底地質図作成の

ために反射法音波探査を実施した．本報告では，相模

湾沿岸の各海域ごとの代表的な反射断面を紹介した．

本海域には，陸域の活断層の海域延長部が分布するこ

とが予想されているが，今回の調査では分布推定地点

の反射断面を取得することができ，今後の解析によっ

て本海域の活断層の分布や活動履歴を明らかにできる

と期待される．

謝辞：本研究における反射法音波探査は総合地質調査

株式会社の方々に実施していただいた．現地調査では，

船長ならびに関係者には大変お世話になった．また，

神奈川県内の地元漁協や関係機関には，現地調査にあ

たり様々な便宜を図っていただいた．以上の方々に厚

く御礼申し上げます．
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